
大船渡湾を望み、鎮魂の舞を披屠する谷地鬼剣舞のメンバー

～被災者からのメッセージ～

山田線は欠かせない

▲■

十

■

鎮
魂
の
剣
舞
、
絆
さ
ら
に

北
上
・
江
釣
子

γ
6
区
住
民

峯
岸
（
大
船
渡
）
訪
れ
交
流

東
日
本
大
震
災
後
の
餅

振
る
舞
い
を
き
っ
か
け
に

交
流
を
続
け
る
北
上
市
江

釣
子
6
区
と
大
船
渡
市
禾

崎
町
峯
岸
地
域
の
住
民
ら

は
1
0
日
、
膿
岸
公
民
館
（
宕

脇
晶
館
長
）
で
交
流
会
を

開
い
た
。
両
地
域
の
佳
良

は
、
鎮
魂
の
鬼
剣
舞
や
焼

き
ホ
タ
テ
の
振
る
舞
い
な

ど
で
互
い
の
秤
と
復
興
へ

の
思
い
を
強
め
た
。

北
上
市
江
釣
子
6
区
白

銅
舶
組
鍼
畔
Ⅶ

同
市
の
谷
地
鬼
剣
舞
の

メ
ン
バ
ー
が
勇
壮
な
踊
り

を
披
露
。
大
船
渡
市
末
崎

町
の
旧
細
浦
魚
市
場
で
は

大
船
渡

と
鎮
誼
湾
を
望
み
、
念
仏

た。

tmぶりい■．－‥パ削…叩

を
さ
さ
げ

き
た
か
み
童
謡
の
会

（
佐
々
木
満
子
会
長
）
が

「
赤
と
ん
ぼ
」
　
「
小
さ
い

秋
見
つ
け
た
」
を
歌
う
と
、

参
加
者
が
頂
声
を
合
わ
せ

た
。
大
船
渡
市
の
峯
岸
地

域
の
住
民
は
、
焼
き
ホ
タ

テ
や
サ
ン
マ
の
つ
み
れ
汁
一
歓
迎
し
た
。

な
ど
海
の
幸
を
携
る
舞
い

岩
脇
館
長
と
交
流
会
を

企
画
し
た
高
橋
会
長
は

「
鎮
魂
の
舞
、
交
流
が
復

興
に
向
け
一
沓
丸
に
頑
張
っ

て
い
る
人
の
励
み
に
な
れ

ば
い
い
」
と
被
災
地
へ
思

い
を
寄
せ
た
。

釜
石
市
芸
文
協

釜
石
市
芸
術
文
化
協
会

（
岩
切
潤
会
長
）
は
1
1
日
、

市
民
芸
術
文
化
祭
で
使
用

し
た
パ
ネ
ル
4
7
枚
や
運
搬

用
台
車
な
ど
約
2
3
0
万

円
相
当
の
展
示
備
品
を
市

教
委
に
寄
贈
し
た
。

同
市
鈴
子
町
の
市
教
育

セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
が
行

岩
切
潤
会
長
（
左
か
ら
3

人
目
）
か
ら
巳
録
を
受
け

る
佐
藤
功
市
教
育
長
（
同

4
人
自
）

わ
れ
、
岩
切
会
長
か
ら
目

録
を
受
け
た
佐
藤
功
市
教

育
長
は
「
市
民
の
た
め
に

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
感
謝
し
た
。

パ
ネ
ル
な
ど
展
示
備
品

は
市
民
文
化
会
館
で
保
管

し
て
い
た
が
、
東
日
本
大

震
災
で
ほ
と
ん
ど
流
失
し

た
。
震
災
後
は
リ
ー
ス
品

が
5
台
を
幸
作
り
し
た
く
一
割
し
た

げ
温
く
乙
ゼ
ん
・
）題

字
・
山
下
文
男
さ
ん

山
田
町
山
田
の
関
口
地
区
仮

設
住
宅
自
営
業

木
下
　
志
き
子
さ
ん
（
6
5
）

境
田
町
の
自
宅
近
く
に
あ

っ
た
山
田
線
の
踏
切

か
ら
警
報
機
の
音
が

消
え
、
通
勤
通
学
に

急
ぐ
人
の
姿
も
見
え

な
く
な
っ
た
。
目
的

地
ま
で
安
心
し
て
身

を
任
せ
ら
れ
る
鉄
道

は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
。
来
年
4
月
に
は

三
陸
鉄
道
が
全
線
開

通
す
る
こ
と
か
ら
、

山
田
線
を
復
旧
さ

釜
石
市
甲
子
町

鵜
住
居
地
区
復
興
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
副
会
長

大
町
　
元
晴
さ
ん
（
6
8
）

1
R
山
田
線
の
早
期
復
旧

酎
…
緋
瞞
胱
踊

る
開
車
の
汽
笛
を
時
刻

乗
吠
ほ
ほ
纏
遁

ら
び
、
海
水
浴
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
鵜
住

た
計
勘
が
訂
乱
れ

し
る
。
駅
を
中
心
に
新

日
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

徹
紺
関
銅
調
い

の
で
き
な
い
重
要
な
社
会
基

盤
。
復
旧
の
暁
に
は
鉄
道
を

維
持
す
る
た
め
、
乗
る
努
力

を
一
番
に
考
え
た
い
。

せ
、
鉄
道
網
を
つ
な
げ
る
効

果
は
大
き
い
。
私
た
ち
の
財

産
と
し
て
道
路
と
共
存
で
き

る
あ
り
方
を
考
え
た
い
。


